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1. 平成31年3月期第2四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第2四半期 19,460 9.0 235 △19.5 275 △14.9 147 △28.7

30年3月期第2四半期 17,861 7.0 293 58.2 323 61.9 206 61.0

（注）包括利益 31年3月期第2四半期　　137百万円 （△43.2％） 30年3月期第2四半期　　242百万円 （93.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第2四半期 19.99 ―

30年3月期第2四半期 28.11 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

31年3月期第2四半期 19,290 7,562 39.2

30年3月期 19,245 7,539 39.2

（参考）自己資本 31年3月期第2四半期 7,562百万円 30年3月期 7,539百万円

(注) 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、前連結会

計年度の係る総資産及び自己資本比率については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等になっております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 0.00 ― 16.00 16.00

31年3月期 ― 0.00

31年3月期（予想） ― 16.00 16.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 39,000 4.7 730 5.1 800 4.9 477 0.2 64.71

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期2Q 7,436,000 株 30年3月期 7,436,000 株

② 期末自己株式数 31年3月期2Q 62,517 株 30年3月期 64,416 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期2Q 7,372,134 株 30年3月期2Q 7,357,771 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境の改善、個人消費の持ち直し等を背景に

緩やかな回復基調で推移いたしました。しかしながら、米国による保護主義的な通商政策や海外の政治・経済状況

の不確実性、台風・地震等の自然災害による影響等、景気の先行きは依然として不透明な状況となっております。

　食品関連業界におきましては、所得の伸び悩み、生活必需品の値上げ等に伴い消費者の節約意識は依然として根

強く、加えて人材不足の深刻化、原材料価格や物流コスト上昇等、厳しい経営環境が続いております。

　このような状況の中、当社グループは、営業統括本部が中心となりメニュー提案・産地提案等の営業活動を強化

したことに加え、海外産地・国内産地の積極的な開拓等に伴う当社の調達力や物流子会社エフエスロジスティック

ス株式会社の基幹物流を中心とした流通インフラをお客様に高くご評価いただいたこと、人手不足の深刻化に伴い

カット野菜・真空加熱野菜の需要が増加したこと等により、新規顧客の獲得及び既存取引の深耕が順調に進展いた

しました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は19,460百万円（前年同四半期比9.0％増）となりまし

た。

利益につきましては、梅雨明け以降の記録的な猛暑をはじめ、西日本豪雨、北海道胆振東部地震、及び相次ぎ上

陸した大型台風等の影響により、全国にわたる青果物産地が甚大な被害を受け、ほぼ全ての野菜において収穫量が

減少し、調達難による野菜価格の高騰、品質の低下による作業効率や歩留り（取れ高）の大幅な悪化、及び多くの

廃棄ロスが発生しました。当社グループにおきましても、海外からの調達、取引先に対する代替野菜や規格変更の

依頼等、可能な限りの対応をいたしましたが、今回相次いで発生した自然災害による当社の業績への影響を免れる

ことはできませんでした。加えて、平成30年５月の中京ＦＳセンター開設に伴う人件費・消耗品費等の立ち上げ費

用の発生及び減価償却費の増加、深刻な人手不足に伴う採用・育成に関わる費用の増加等により、営業利益は235

百万円（前年同四半期比19.5％減）、経常利益は275百万円（前年同四半期比14.9％減）となりました。親会社株

主に帰属する四半期純利益は、特別損失として投資有価証券評価損を計上したことにより147百万円（前年同四半

期比28.7％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　 (資産)

　流動資産は、前連結会計年度末に比べて9.2％減少し、8,500百万円となりました。これは、主として現金及び預

金が760百万円、売掛金が51百万円減少したことなどによります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べて9.2％増加し、10,789百万円となりました。これは、主として建物及び

構築物が729百万円、建設仮勘定が183百万円増加したことなどによります。

　この結果、資産合計は、前連結会計年度末に比べて0.2％増加し、19,290百万円となりました。

　

　 (負債)

　流動負債は、前連結会計年度末に比べて7.1％増加し、5,794百万円となりました。これは、主として１年内返済

予定の長期借入金が504百万円、未払金が74百万円増加した一方、未払法人税等が180百万円減少したことなどによ

ります。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べて5.8％減少し、5,933百万円となりました。これは、主として資産除去債

務が131百万円増加した一方、長期借入金が504百万円減少したことなどによります。

　この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて0.2％増加し、11,728百万円となりました。

　

　 (純資産)

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べ0.3％増加し、7,562百万円となりました。これは、主として利益剰余金

が29百万円増加した一方、その他有価証券評価差額金が９百万円減少したことなどによります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　平成31年３月期の連結業績予想につきましては、平成30年11月２日に、第２四半期連結累計期間の営業利益・経

常利益・親会社株主に帰属する四半期純利益を下方修正しておりますが、通期連結業績予想数値につきましては、

今後の見通し等を検討した結果、現時点において平成30年５月11日発表の業績予想に変更はありません。

　なお、今後業績予想に修正の必要が生じた場合には、速やかに開示いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,266,759 3,506,458

売掛金 4,724,258 4,673,228

商品及び製品 146,548 150,036

仕掛品 14,510 12,669

原材料及び貯蔵品 72,016 58,939

その他 141,892 102,414

貸倒引当金 △2,882 △2,788

流動資産合計 9,363,103 8,500,959

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,417,643 4,147,531

土地 3,249,504 3,249,504

その他（純額） 1,880,430 2,102,782

有形固定資産合計 8,547,578 9,499,818

無形固定資産

その他 51,069 47,346

無形固定資産合計 51,069 47,346

投資その他の資産

その他 1,289,846 1,248,141

貸倒引当金 △6,174 △5,782

投資その他の資産合計 1,283,672 1,242,358

固定資産合計 9,882,321 10,789,524

資産合計 19,245,424 19,290,483
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,161,816 2,089,323

短期借入金 260,000 260,000

1年内返済予定の長期借入金 1,009,040 1,513,238

未払法人税等 250,015 69,167

未払金 1,414,619 1,488,735

賞与引当金 100,666 101,076

その他 212,746 273,348

流動負債合計 5,408,904 5,794,890

固定負債

長期借入金 5,730,303 5,226,299

退職給付に係る負債 109,737 116,924

資産除去債務 128,149 259,542

その他 328,559 330,645

固定負債合計 6,296,749 5,933,412

負債合計 11,705,654 11,728,303

純資産の部

株主資本

資本金 1,377,113 1,377,113

資本剰余金 2,162,233 2,164,228

利益剰余金 3,863,397 3,892,832

自己株式 △29,358 △28,494

株主資本合計 7,373,385 7,405,680

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 165,221 155,919

退職給付に係る調整累計額 1,162 579

その他の包括利益累計額合計 166,384 156,499

純資産合計 7,539,770 7,562,180

負債純資産合計 19,245,424 19,290,483
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

売上高 17,861,138 19,460,114

売上原価 13,724,515 14,994,401

売上総利益 4,136,623 4,465,712

販売費及び一般管理費 3,843,493 4,229,816

営業利益 293,129 235,896

営業外収益

受取利息 1,243 1,200

受取配当金 1,863 2,843

業務受託手数料 6,505 7,178

物品売却益 11,052 11,347

受取賃貸料 5,460 13,685

その他 20,190 17,785

営業外収益合計 46,315 54,041

営業外費用

支払利息 15,318 14,428

その他 612 213

営業外費用合計 15,931 14,642

経常利益 323,513 275,295

特別利益

固定資産売却益 109 ―

保険解約返戻金 3,230 1,872

その他 166 ―

特別利益合計 3,505 1,872

特別損失

固定資産売却損 76 ―

固定資産除却損 3,983 90

投資有価証券評価損 ― 29,400

ゴルフ会員権評価損 100 ―

合併関連費用 1,598 ―

不動産取得税等 ― 13,328

その他 680 1,248

特別損失合計 6,438 44,068

税金等調整前四半期純利益 320,581 233,099

法人税、住民税及び事業税 113,759 85,718

法人税等合計 113,759 85,718

四半期純利益 206,821 147,380

親会社株主に帰属する四半期純利益 206,821 147,380
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

四半期純利益 206,821 147,380

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 35,378 △9,302

退職給付に係る調整額 △172 △583

その他の包括利益合計 35,205 △9,885

四半期包括利益 242,027 137,495

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 242,027 137,495

非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 320,581 233,099

減価償却費 317,743 335,436

引当金の増減額（△は減少） 1,335 △75

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 6,084 7,498

受取利息及び受取配当金 △3,107 △4,043

支払利息 15,318 14,428

保険解約返戻金 △3,230 △1,872

固定資産除却損 3,983 90

投資有価証券評価損 ― 29,400

ゴルフ会員権評価損 100 ―

不動産取得税等 ― 13,328

売上債権の増減額（△は増加） △715,182 51,420

たな卸資産の増減額（△は増加） △33,996 11,430

仕入債務の増減額（△は減少） 347,503 △72,493

未払金の増減額（△は減少） 100,404 △224,076

その他 98,067 154,404

小計 455,606 547,977

利息及び配当金の受取額 3,114 4,032

利息の支払額 △15,240 △14,539

法人税等の支払額 △95,146 △268,075

営業活動によるキャッシュ・フロー 348,333 269,395

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △22,002 ―

定期預金の払戻による収入 140,464 ―

有形固定資産の取得による支出 △140,493 △858,541

無形固定資産の取得による支出 △17,844 △4,676

投資有価証券の取得による支出 △3,744 △2,527

投資不動産の取得による支出 △119,320 ―

貸付けによる支出 △1,198 △1,163

敷金及び保証金の差入による支出 △15,851 △2,452

保険積立金の払戻による収入 8,461 5,658

その他 3,174 4,061

投資活動によるキャッシュ・フロー △168,355 △859,642

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △230,000 ―

長期借入れによる収入 100,000 500,000

長期借入金の返済による支出 △594,155 △499,805

リース債務の返済による支出 △41,447 △52,772

配当金の支払額 △109,796 △117,474

その他 7,400 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △867,999 △170,053

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △688,021 △760,301

現金及び現金同等物の期首残高 4,462,725 3,921,759

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,774,703 3,161,458

決算短信（宝印刷） 2018年11月12日 11時51分 7ページ（Tess 1.50(64) 20180621_01）



デリカフーズホールディングス株式会社(3392) 平成31年３月期 第２四半期決算短信

－ 8 －

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 当第２四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日）

　 該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（追加情報）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の

区分に表示しております。
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３．その他

（１）最近における四半期毎の業績推移

平成31年３月期（連結） （単位：千円）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

売上高 9,483,330 9,976,784

営業利益 176,827 59,068

経常利益 199,712 75,582

親会社株主に帰属する
108,383 38,996

四半期純利益

１株当たり四半期純利益 14.70円 5.29円

潜在株式調整後
― ―

１株当たり四半期純利益(注)

総資産 19,016,643 19,290,483

純資産 7,538,436 7,562,180

１株当たり純資産 1,022.63円 1,025.59円

平成30年３月期（連結） （単位：千円）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

売上高 8,614,561 9,246,576 9,703,446 9,687,687

営業利益 166,523 126,606 177,105 224,124

経常利益 181,051 142,462 195,411 243,836

親会社株主に帰属する
118,940 87,881 129,878 139,173

四半期純利益

１株当たり四半期純利益 16.19円 11.93円 17.62円 18.88円

潜在株式調整後
16.14円 ― ― ―

１株当たり四半期純利益(注)

総資産 17,811,938 18,080,213 18,404,879 19,245,424

純資産 7,121,790 7,235,066 7,403,481 7,539,770

１株当たり純資産 968.87円 981.48円 1,004.33円 1,022.82円

（注）平成30年３月期第２四半期以降の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、新株予約権の権利行使

期間満了に伴い、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（２）部門別売上高の状況

平成30年３月期 平成31年３月期

比較増減 比較増減
第２四半期 第２四半期

(自 平成29年４月１日) (自 平成30年４月１日)

(至 平成29年９月30日) (至 平成30年９月30日)

金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％) (千円) (％)

カット野菜部門 7,132,299 39.9 8,006,086 41.1 873,786 12.3

ホール野菜部門 8,538,371 47.8 9,067,914 46.6 529,543 6.2

その他部門 2,190,467 12.3 2,386,113 12.3 195,646 8.9

合 計 17,861,138 100.0 19,460,114 100.0 1,598,976 9.0
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